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酸化脂質におよぼす加令とビタミンＥの影響
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in 原　文男

　目的　日常摂取する食物中の脂賢より生体内で生成する過酸化脂賢は、ある種の疾患例

えば癌や動脈硬化などのリスクファクターの１つと考えられ、近年生成する遇酸化脂質の

作用、生成阻止作用のある物質に対する研究が多く行われている。私共は今回、脂肪酸組

成の異なる油脂を投与したラットに対し、加令と飼料中に添加したビタミンＥの影響につ

いて実験を試みたのでその経遇について報告する。

　方法　実験動物の幼若ラットは5 W 令ウィスター系雄ラットを１週間固形飼料で予備飼

育し実験に供した。高齢ラットは約6ヶ月固形飼料で飼育した体重約5oogのラットを実験

に供した。粉末基本飼料に10％添加した脂肪酸組成の異なる油脂はオ'J -ブ油とコーン袖

とし、それぞれの油脂にV Eを添加したものと添加しないものとの各群を４週間飼･養した。

血清成分の分析は総コレステロ―ル、トリグリセリド、H D L - コレステロ―ルおよび過

酸化脂賢について実麓した。

　結果　発育は各群とも極めてよく、飼育期間中の脱毛、立毛、充血、出Jii などの異常は

みられなかった。また実験終了時の体重および主要臓器の重量などについて幼若群、高齢

郡、各油脂添加群, V E 無添in群の間に差はみられなかった。3 ーン油添加群でV E 添加

群では幼若、高齢供に血清総コレステロール、トリグリセ'J ドの低下, H D L －3レステ

ロールの増加、過酸化脂買の低下傾向がみられ、コーン油にV Eを添加することにより血

清脂賢の改善される可能性が指摘される結果を得た。またコーン油でV E 無添加群および

オ'J -ブ油でV E 添加群・無添加群では血漕脂賢に著しい変化はみられなかった。
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　　　　　　　　ラット回腸に存在する空胞化細胞の出現時期の検討
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且的：演者らは、本学会の第4 1回の全国大会において。杯細胞（以下、G ・Cと略す）

と空胞化細胞（以下、V ･ Cと略す）の形態学的な比較について報告した。本実験では、

とくにV・Cに焦点をあて、その出現時期を光学顕微鏡ならびに電子顕微鏡により形態学

を中心に比較検討をおこなった。

材料と方法：実験に使用した材料は、胎生1 8日目と1 9日目のlar:Wistar Inamichiラ

ットを財団法人動物繁殖研究所（埼玉）から人手した。各動物の屠殺解剖方式は、類椎の

脱臼を行い、その直後に開腹を行い腸を採出した。採出した腸はZamboni液に浸漬固定を

実施した。その後、通常の方法でパラフィン包埋し、約３～５μｍで薄切を行った。染色

の種類は、Hematoxy'lin･Eos in染色（以下、Ｈ・Ｅと略す）、Periodic Acid Schiff

reaction（以,T、PASと略す）、Alcian blue染色（以下. AlciBIと略す）などである。

染色後は、通常の方法で、脱水・透徹および封入を行った。電顕については、電顕用固定

液で腸を固定し、その後、再固定し、エポン樹脂に包埋し、ウルトラミクロトームで超薄

切を行った。電子染色は、酢酸ウランと硝酸鉛の二重染色し、透過型電顕で観察した。

MS.：（l）胎生1 8日目の回腸に腸絨毛が見られ、そこに空胞化した細胞は、見られな

かった。（2）胎生1 9日目の回腸の腸絨毛上皮に、空胞化した細胞が見られた。


